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安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！
福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘

6月号

第198回

　

今
年
も
早
や「
集
中
豪
雨
や
突
風
・

竜
巻
」の
心
配
が
出
て
き
た
。近
未
来

の「
建
築
基
準
」に
は
①
津
波
対
策
、②

突
風・竜
巻
対
策
等
の
標
準
仕
様
が
制

定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。人
類
が
自

然
の
秩
序
を
乱
し
た
分
だ
け
、自
然
は

人
類
に
そ
の
代
償
を
求
め
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
文
明
の
進
歩
は
地
球

の「
非
常
に
緩
や
か
な
」営
み
を「
急
速

な
展
開
に
」変
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
気

が
す
る
。「
便
利
・
快
適
」を
代
償
に
人

類
の
生
存
期
間
を
縮
め
て
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ

り
、内
容
・
趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実

務
に
活
か
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
か
ら
直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
文
章
か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い
程
度
に
表

現
を
変
え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法

【
保
有
す
る
耐
力
】

に
つ
い
て
の
考
察

考 察

考 察

（平面的な）斜め方向の壁を
評価する場合には、一般診断では
耐力評価のみおこなっているので
cosθで補正することになっています。
精密診断法1には記述がありませんが、
どのように考えればよいでしょうか？
またθ=45°のときは両方向とも評価して
宜しいでしょうか？

（指針編）P62下から８行目、他の「有開口壁」について、
換気口等のφ150程度の開口が合板耐力壁に
設けられている場合はこれを無視し、無開口壁として扱っても
良い？無視できる場合の大きさの上限の目安はありますか？

壁基準耐力はcosθ、壁基準剛性はcos2θで補
正。またθ=45°の場合は両方向を評価できます。

１棟の住宅内で、その箇所が少ないという前提のもとで
は、換気口程度は無視してもかまいません。

　但し「木造軸組工法住宅の許容応力度設計
（2008年版）」（住・木センター）では、P63におい
て、「耐力・剛性ともcos2θ（sin2θ）で評価する。」
としてその理由も記されています。
　…がここでは「耐震診断」上での処理なので他
の要素も含めての対応なのだとすれば、上記回
答のようにそのまま受止めて対応すれば良いと
思います。ただその本ではθ=45°の場合につい
ての記述はありません。つまり45°を特別な角度
としていないことを意味しています。

　通常φ150以下程度の換気口等のいわゆる「壁開口」については、
これを無視して「無開口壁」として扱っていると思いますがその通り
で良いと思います。「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年
版）」（住・木センター）P63では、
①「筋かい耐力壁」に設ける開口の範囲（柱・間柱・筋かい・接合部を切
り欠いてはならない）【図１】
②「面材耐力壁」に設ける開口の大きさについては、㋐穴径が壁長の
1/2（50cm程度）までなら、４周を受材等で補強した上で面材を釘打
ちすれば可。㋑穴径が使用する面材の厚さの12倍以下、かつ壁長の
1/6以下なら補強不要。（ここでいう「穴径」とは例えば四角形の開口
の場合は最も長い対角線の長さを「径」として考えます。「辺の長さ」
ではありませんのでご注意ください。）
と記されていますのでご参考にしてください。【図２】
　ここで①の筋かいの場合には穴径が表示されていませんが、「筋か
い壁」の場合は軸部材の組合せで成立しているので、特に触れていな
いのだと思います。筋かい表しの耐力壁だってあるのですからネ。

写真❶ 現地調査時のフル装備

写真❷ 押入れや収納の天井部にある
点検口から進入する

写真❸ 灯光器で明
るさを確保すると
より調査しやすい

Q66,
67

Q68

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

今
回
と
次
回
で
は
、小
屋
裏
の
調

査
方
法
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
。

小
屋
裏
の
調
査
方
法
に
つ
い
て 

そ
の
１

白
しろうず

水秀一氏の
第
10
回
テ
ー
マ

白水秀一さん しろうず しゅういち
●株式会社住環境工房らしんばん
（福岡県福岡市）代表取締役。日本木
造住宅耐震補強事業者協同組合、
理事。一級建築士。２組の夫婦で運
営するアットホームな住宅会社で、
耐震工事を含めた住宅づくりを手掛
ける。木耐協理事のほか、福岡市耐
震推進協議会会長・福岡県リフォー
ム推進ネットワーク協議会理事を兼
務。優良リフォームの普及や住宅の
耐震化の実践に取組む。

　

2
月
号（
第
8
回
）で
お
伝
え
し

た
通
り
、つ
な
ぎ
に
軍
手
、肘
当
て
パ

ッ
ド
、防
塵
マ
ス
ク
、ヘ
ア
キ
ャ
ッ
プ

を
装
着
し
た
担
当
B（
天
井
裏
と
床

下
の
劣
化
状
況
の
確
認
や
壁
仕
様
、

筋
か
い
の
位
置
を
確
認
す
る
担
当
）

は
、担
当
A（
平
面
図
の
作
成
を
含

む
間
取
り
の
確
認
や
屋
内
外
の
仕

様
、劣
化
状
況
の
確
認
を
行
う
担

当
）が
作
成
し
た
ラ
フ
平
面
図
を
持

っ
て
、ま
ず
は
2
階
の
小
屋
裏
へ
進

入
す
る（
写
真
❶
）。

　

進
入
に
関
し
て
は
懐
中
電
灯
な

ど
の
照
明
器
具
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、弊
社
で
は
よ
り
明
る
く
照
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
タ
イ
プ

の
携
帯
照
明（
＋
延
長
コ
ー
ド
）を
利

用
し
て
い
る（
写
真
❷
❸
）。

　

こ
の
場
合
、気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、ま
ず
は
延
長
コ
ー

ド
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。小
屋
裏
で

は
小
屋
束
が
、床
下
で
は
床
束
や
基

礎
の
立
ち
上
が
り
が
あ
る
た
め
、効

率
よ
く
調
査
を
し
な
い
と
、コ
ー
ド

が
か
さ
ば
っ
た
り
、長
さ
が
不
足
し

た
り
し
て
途
方
に
暮
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。全
体
を
見
渡
し
、

進
入
経
路（
順
路
）を
瞬
時
に
判
断

で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。な
お
、コ
ン
セ
ン
ト
を
借
用

す
る
場
合
に
は
、予
め
お
客
様
の
了

解
を
い
た
だ
い
て
お
く
こ
と
は
以
前

記
載
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
失
敗
談
だ
が
、夏
場
の
小

屋
裏
は
大
変
な
暑
さ
で
あ
り
、ま
さ

に
サ
ウ
ナ
状
態
で
あ
る
。水
分
補
給

や
タ
オ
ル
の
携
帯
は
言
う
ま
で
も

な
い
が
、調
査
時
に
照
明
器
具
と
し

て
使
っ
て
い
る
裸
電
球
の
裏
面
に

顔
か
ら
汗
が
落
ち
て
、電
球
が
割
れ

た
こ
と
が
あ
る
。小
生
も
何
度
か
経

験
し
、怖
い
思
い
を
し
た
。調
査
時
に

は
皆
様
も
注
意
し
て
ほ
し
い
。

　Q66に対する回答については特にコメントは
ありません。評価の仕方ですから。Q67について
はθが45°でない場合にはθ≦45°の斜め壁の
みcosθやcos2θで評価しますが、θ〉45°の斜
め壁については評価ゼロとなります。

図1 筋かいの場合 図２ 面材の場合


